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	専門分野
	


Ⅰ　講演・発表等の概要

	１　講演・発表題目（英文で記入すること。※座長の場合は、その担当セッションの名称を記入すること。）


	２　講演・発表の概要　（学問上の貢献を含めて記入すること。座長の場合、当該学会等における担当セッションの位置付けや役割について具体的に記入すること。）



Ⅱ　研究業績等

	１　これまで進めてきた主要な研究テーマ及び概要（研究テーマを箇条書きし、テーマ毎にその内容及び成果を簡明に記入すること。）
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	２　研究業績　（最近発表された主な著書、論文等について、著者（共著者）、題目、掲載誌名、巻、号、発表年月、掲載ページ等を記入すること。また、現在査読中、投稿中のものは記入しないこと。）


	３　主な職歴



	４　受賞歴等（学術関係で受賞したもののうち、主要なものについて記入すること。寄付金や、名誉会員等については記入しないこと。）

	受賞年月
	賞の名称
	受賞の対象となった研究業績
	授与団体・者名称

	
	
	
	

	５　最近の科学研究費補助金等の研究助成受給状況

	団体等名及び

プログラム名
	研究課題名
	役　割

（代表／分担の別）
	受給期間
	受給金額

	
	
	
	
	　　　　（千円）

	６　所属学会
	

	７　最近出席した主な国際会議等への出席状況

	会 議 名 称
	開催年月
	役 割
	使用言語
	旅費の出所

	
	
	
	
	

	８　本会国際交流事業の採択状況　（募集要項９項参照）
① 本会国際交流事業を現在実施中、あるいは過去５年間に採択されたプログラムで研究代表者等の役割を務めたことのある場合には、それらの事業全てを記入すること。　
＊該当のない場合には「該当なし」と記入すること。

＊事業名・課題名・交流相手国・採用期間・役割（研究代表者、コーディネーター等）を全て記入すること。

注）ここで言う本会の国際交流事業とは、二国間交流事業（共同研究・セミナー）、日仏交流促進事業（SAKURAプログラム）、日米がん研究協力事業、日中医学交流事業、先端研究拠点事業、拠点大学交流事業、アジア研究教育拠点事業、アジア・アフリカ学術基盤形成事業、日中韓フォーサイト事業、アジア学術セミナー、若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）、日独共同大学院プログラム、組織的な若手研究者等海外派遣プログラム、先端科学（FoS）シンポジウム、日欧先端科学セミナー、特定国派遣研究者事業、外国人特別研究員事業、外国人招へい研究者事業、国際研究集会及び論文博士号取得希望者に対する支援事業を指すものとする。

②上記プログラムの実績と本申請課題との関連性がある場合はそれを具体的に記入すること。



	９　人権の保護及び法令等の遵守への対応
研究計画を遂行するにあたり、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じているか記述すること。
例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、患者から提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、組換えＤＮＡ実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となります。

いずれかにチェックしてください。

□　該当なし

□　該当あり（対応を以下に記入すること）



1／4
（項目欄の拡大・縮小は可能ですが、変更による頁数の増減及び頁を超えた項目欄の移動は認められません。）

